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　1978 年 8 月～ 1979 年 4 月の間の震央分布図を第 1 図に示す。この期間でめだつ活動として

は，1979 年 4 月 9 日の瀬戸内海中部地震（ Ｍ 4.9 ）がある。以下に概略を示す。

1.　1978 年 6 月 4 日に発生した島根県中部地震（ Ｍ 6.1 ）の余震が続いている（ A ）。活動は，

多少の消長をくり返しながら，徐々に静穏化の方向へむかっている。

2.　ふだんから活発な，広島県北部，広島・島根県境付近の活動（ B ）もさかんで，Ｍ 6.1 の余

震域と合わせ，北西～南東方向に長径 40 ㎞ほどの活動域を形成している。

3.　1979 年 4 月 9 日に瀬戸内海中部（ 広島県南部 ）でＭ 4.9 の活動が発生した（ C ）。比較的

広い範囲で震度Ⅲ（ 第 2 図 ）。余震は極端に少なく，30 時間後に起きたＭ 3.5 だけしか観測

されていない（ 検知能力はＭ 1 程度と思われる ）。深さは約 46 ㎞（ 暫定値 ）で，マントル

内の地震である。
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第 1 図　震央分布。1978 年 8 月～ 1979 年 4 月。
Fig. 1　Distribution of epicenters for August, 1978 ～ April, 1979.
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第 2 図　1979 年 4 月 9 日瀬戸内海中部地震（ Ｍ 4.9 ）の震度分布。
Fig. 2　Seismic intensity map (in JMA scale) of the earthquake in the central part of the Setonaikai on 

April 9, 1979 (M4.9).
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